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コマンド

画像

Globalstar衛星

うみつばめ衛星

◼アラートシステム
➢Globaldtar社の通信衛星を利用

✓リアルタイムでのデータ送信が可能

✓9 Byte単位でのデータ送信

➢画像などの大容量のデータをそのまま送る
ことはできない

→ 軌道上での突発天体検知が必要
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超新星ショックブレイクアウト

観測ターゲット

◼ミッション
➢紫外線突発天体サーベイ

➢突発天体発見時の地上への
即時アラート

中性子星連星合体

Banerjee+ 2020
Tominaga+ 2009



突発天体検知手法開発

◼方針
① 観測画像からSExtractorで星抽出

② 過去の観測画像とマッチング

③ 複数時点の測光結果から増光判定

◼ 疑似画像
➢ 地上では紫外線画像が撮影できない

→検証用の疑似画像を作成
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疑似画像を用いたシミュレーション
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変動のない天体の等級誤差

等級

◼ 画像に疑似変動天体を埋め込み、SExtractorによる星抽出・測光を行い、増光判定基
準について検討した

◼ ２枚の画像で増光判定をする場合
➢等級差 > 等級誤差のn倍
➢n~10で約1個/frameの誤検知

◼ 今後の課題
➢増光のトレンドを利用して検知性能を上げたい

疑似変動天体の真の等級と測光結果の比較
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